
第８回はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（西栗栖小学校） 

議事録 

 

日時 令和８年８月５日（水）    

   午後７時から         

場所 西栗栖コミュニティセンター  

 

１ 開  会 

 

 

２ 報  告 

 第１１回開校準備委員会の協議内容について【資料１】 

事務局から説明 

～ 質疑なし ～ 

 

 

３ 議  事 

(１) 小学校の閉校に伴う行事等について【資料２】 

事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）資料に記載の仕様で、市の費用負担内の記念誌を作成するという理解でよい

か。 

（事務局）現在委員の皆様に回覧している程度の冊子を想定しており、市の負担範囲

では概ねその程度の内容になる。 

（委員）内容を増やす場合は実費負担が必要か。 

（事務局）そのとおりである。現時点では１００部程度を予定しており、ＰＴＡ、学

校関係者、自治会、公民館、コミュニティセンター、来賓分、予備分などへの配布

を想定している。必要に応じて部数調整は可能である。 

（委員）卒業生の希望者へ有償で配布する場合はどうなるか。 

（事務局）希望者が多く、予定部数で不足する場合は、実行委員会側で増刷や費用負

担の方法を検討していただくことになる。市が販売等を行うことは難しい。 

（委員）記念誌の作成は決定事項か。また、データで閲覧できる形は検討しているか。 

（事務局）記念誌を作成する場合、データは実行委員会へ渡す想定である。ホームペ

ージ公開等の取扱いは個人情報保護の観点から難しいと考える。 

 

 



 (２) 「（仮称）地域交流室」に設置する記念品候補について【資料３】 

事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（事務局）令和９年度半ばまでに、おおよその設置物を固めていただきたい。 

（委員）展示棚と展示ケースは別のものか。 

（事務局）別である。展示棚は壁沿い、展示ケースは中央に置く想定である。展示ケ

ースは上からも横からも見える仕様である。 

（委員）統合する小中学校の今の校歌は別の場所に掲示されるのか。 

（事務局）はい。統合する小中学校の校歌は、小中一貫校で児童生徒が通るピロティ 

 の柱に新たに設置する予定である。 

（委員）西栗栖小学校は校歌が３回変わっているが、全てを掲示するのか。 

（事務局）掲示するのは現在の校歌のみである。 

（委員）以前の校歌も残したい思いがある。また、先日撮影したドローン写真もでき

るだけ大きくして展示したい。 

（委員）最初から展示しなくても、収納に保管しておけるなら置いておきたい。何か

の機会に見られるようにしておくことにも意味がある。 

 

 

 (３) スクールバス運行ルートの確定について【資料４】 

事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）牧は登校時の時間がかなり早い。保護者からは、登校時は早い順なのに下校

時は後半になるのはなぜかという声がある。 

（委員）以前、登校と下校で逆回りにする案もあったが、運用上難しかったというこ

とか。 

（委員）時間が早い点はやむを得ない面もある。差は５分から１０分程度であり、保

護者間でも調整してもらえればと思う。 

（委員）現在でも早い子は７時頃には家を出ている。 

（委員）歩いて登校するために家を出る時間と、大きく変わらない。 

（委員）これまでの部会で、当時のＰＴＡ役員等の意見も反映しながら、ルートや乗

降場所を決めてきた経緯がある。 

（委員）その経緯を踏まえた結果であれば理解した。 

（委員）開校後、実際の運行状況や意見を踏まえて見直しは可能か。 

（事務局）可能である。 

（委員）課題があれば、開校後によりよいルートへ見直していけばよい。 

（委員）数年後には児童数も変わり、時間も変わってくると思う。 



（部会長）スクールバスのルートと乗降場所について、これで確定としてよいか。 

（異議なし） 

 

 

４ そ の 他 

（委員）小小交流はどのように進められているのか。開校まで２年を切る中で、今後

の計画を知りたい。 

（委員）各学年で、オンライン又は対面による交流内容を担任同士で調整している。

すでに一部学年は実施済みで、他学年も２学期に計画している。 

（事務局）自然学校等も一緒に実施している。 

（委員）４年生以下は小中一貫校へ進むため、早い段階からの交流が重要である。保

護者からも、もう少し交流機会を増やしてほしいという声がある。 

（事務局）重要な意見である。校長会にも伝え、授業や日常的な交流の工夫を呼びか

ける。また、必要に応じて送迎バス支援（市所有の庁用バスを学校間の交流に利用

すること）も検討していく。 

（委員）３年生についてもスポーツ交流を予定していると聞いている。 

（委員）昨年度の交流では、相手の名前を覚えて帰ってきており、また会いたいとい

う気持ちが残っていた。 

（部会長）せっかく仲良くなっても、間が空くとまた話しにくくなることがある。授

業だけでなく、もう少し柔らかい形の交流もあるとよい。 

（事務局）貴重なご意見として承る。 

 

 

５ 閉  会 

 


